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近 世 都 市 江 戸 の 木 材 調 達 ・ 用 水 整 備 に つ い て （ 山 田 ）
東京湾を臨む武蔵野台地東端の地が、
な ぜ 江 戸 幕 府 の 拠 点 地 に 選 択 さ れ た の だ ろ う か 。
従 来 、
豊 臣 秀 吉 に
よって関東
における交通
網 の 分 岐 点 で あ っ た 、 寒 村 の 地 江 戸 が 指 定 さ れ た と さ れ て い る 。 関 東 の 地 の 評 価
として、
近年、網野善彦・
森 浩 一 に よ る 『 こ の 国 の す が た を 歴 史 に 読 む 』 大 巧 社 （ 二 0 0
0 ) ・ 改 題 『 こ の 国 の す が た と 歴 史 』 朝 日 新 聞 社 （ 二 0 0 五 ） 、
『 日 本 史 へ の 挑 戦 関 東 学 の 創 造 を め ざ し て 』 ち く ま 学 芸 文 庫 （ 二 0 0 八 ） 、
などによって、
開 府 以 前 の 「 江 戸 」 寒 村 イ メ ー
ジ に 対 す る 疑 義 も 提 出 さ れ て い る 。
し か し 、 「 江 戸 」 の 地 が 選 ば れ た 後 、 秀 吉 没 後 に 江 戸 の 位 置 づ け や 都 市 構 想
は 大 き く 展 開 し 、
徳川秀忠の時代には幕府
地 と し て の 江 戸 の 狭 い 海 岸 沿 い の 平 野 部 に 、
諸 大 名 の 屋 敷 地 を
割 り 振 る 事 に な る と 、
町 民 層 の 居 住 地 を 確 保 す る 課 題 が
生まれた。
このように近世都市の基盤整備は、最初から一定の構想があった
訳 で は な か っ た が 、
① 大 規 模 な 盛 土 ・ 石 垣 造 成 を 行 っ て ま で し て 城 を つ く り 、② 水 運 改 造 を 目 指 し た 利 根 川 の 付 け 替 え の 大 規 模 な 運 河 掘 削 、③旧市街地に敷設された上下水道
網 、













十 六 世 紀 の 戦 乱 時 や 安 士 桃 山 時 代 に お け る 築 城 ・
城 下 町 空 間 整 備 に





井 川 を 北 区 飛 鳥 山 付 近 を 開 削 し て 隅 田
川へ流し、
日比谷入りやさら
に 江 戸 城 か ら 浅 草 島 ま で の 地 を 埋 め 立 て る 空 間 構


















の分岐点という以外の治世・地勢判断にかかわる、初期の空間構想の 存 在 を 見 る こ と が で き る （ 第 1 . 2 図 ） 。
近憔都市江戸の地は、
城 の 西 側 に は 武 蔵 野 台 地 が 続 く が
、そ
の 地
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を 計 画 す る 必 要 が 生 じ る 。 一 方 、 江 戸 城 東 側 の 土 地 は 狭 か っ た の で 、 大 名 屋 敷
を計画すると、
海を埋め立てしてしか土地を広げることができない。東への拡大が
必 要 で 、 江 戸 東 京 博 物 館 付 近 で は 、 埋 め 立 て 時 の 遺 構 が 検 出 さ れ て い る （ 第 3 図 ） 。
関東の地において海に面した場所を選ぶというの
であれば、
小 田 原 や 鎌 倉 と い う
中世の港湾都市があるが、空間的・














① 港 湾 規 模 を 拡 大② 東 京 湾 の 浅 瀬 埋 め 立 て に よ る 市 街 地 を 拡 大③ 西 側 の 多 摩 地 区 を 資 源 （ 薪 炭 材
・用水・農産物など）調達空間化



















不 安 定 化
を 生
じさせていたし、











利 根 川 の 付 け 替 え と 運 河 形 成 に よ っ て 東 関 東 か
ら 、









市 街 地 を 面 的 に 広 げ 難 い 地 形 で あ っ
た。下総台地も類似した地形であるが河川規
模 が 小 さ く 、
内 陸 深 く を 資 源 空 間 と し て 計 算 出 来 な い 土 地 で あ っ た
。結局、
都 市 の 資 源 確 保 を 考
えると、
城 の 位 置 と し
て武蔵野台地東端の地は道路
網の分岐点というより、
資 源 空 間 確 保 の 面 で
、日
本 規 模 • 関 東 規 模 の 経 済 圏 を 編 成 さ せ 得









筆 者 の 今 回 の 話 題 提 供 は 、
遺 跡 情 報 を も と に 、
こ う し た 江 戸
の 資 源
利 用 や 碁 盤 整 備 を 示 す こ と を 目 的 と す る も の で あ
地形的特長
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近 世 都 市 江 戸 の 木 材 調 達 ・ 用 水 整 備 に つ い て （ 山 田 ）
必要になったのは市街地空間の確保で、
十 七 祉 紀 前 期 の 徳 川 秀 忠 の 時 代 に 始
ま っ て 徳 川 家
綱の時代にまでかけて進められた東京湾の埋
め 立 て は 、
河口域に








































資 源 空 間 と し て 近 隣 経 済 圏 に 組 み 込 む




' ,,· , , 江戸の埋立ての
憚J 事が心 む···:u







新 田 開 発 な ど 、
十七世紀の半ば頃までに、単なる集落で消費する資
源空間としての耕地や里山ではなく、都市資源空間としての役割が考えられ始めた。十八世紀には小川村・貫井村などでの新田開発が拡 大 し た 。 「 田 」 は 水 田 ・ 畑 の 総 称 で あ る か
ら、多摩地区は、都市住
民 の た め の 農 産 物 生 産 地 と な っ た の で あ る 。
小川村の新田開発者である小川家
は 、
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第5図 花粉ダイアグラムに見る江戸時代層内のスギ花粉
八
近 世 都 市 江 戸 の 木 材 調 達 ・ 用 水 整 備 に つ い て （ 山 田 ）
用材量の縮減・資源生成時間の縮減•江戸近隣（地回り）経済の登場
八













江 戸 の 遺 跡
の地層内に堆積していた（第5図）。
江戸時代の木材利用は、
階 層 や 時 期 に よ っ て 違 い が あ り 、
たと
え ば 尾 張 藩 上 屋 敷 の 遺 跡 で は 、
溝 板 ま で ヒ ノ キ が 使 用
さ れ て い た こ と が 分 か っ て い た り 、
十八世紀の下駄材などに江戸で製材された針葉樹材を使用した流通規格品が顕在化
し た り し て い た （ 山 田
i
― 九 九 0 ) 。 北 野 信 彦 （ 二 0 0 五 ）
も、出土漆器用材には階層差があることや、江戸時代初期の遺
物 で は 多 様 で あ っ た の に 対 し 後 半 期 に は 用 材 が 絞 り 込 ま れ る よ う に な っ て い た こ と を 指 摘 し た 。
こ の 二 論 文 は 、
江戸時代の木材利用は初期には差異が大きく、
その後流通材が利用されるというのは、
江 戸 の 木 材 経
済が、流通規格材利用に変化したことを示している
。
木 場 で は 、 都 市 で 使 用 さ れ る 木 材 が 規 格 製 材 さ




で こ そ 可 能 な 木 工 で あ っ た 。 遺 跡 出 土 木
材からは、
弥 生 時 代 か ら 活 発 化 し た 、
大槌で木箭を打ち込





で き る 「 挽 き 切 り 製 材 」 へ の 移 行 に よ っ て 、 以 下 の よ う な 変 化 が 生 じ た 。
土 地 に 仕 上 げ ら れ た の で あ っ た 。






済 に 組 み
込むことにつながった。
植林して森林資源を生産経済に移行させることが
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第6図 打ち割り製材（左）と挽き切り製材（右）
八四




・ 板 目 、
芯 持 ち ・ 芯 去
り、
などの用語は、
打 ち 割 り
製 材 の 時 期 に は 単 純 に は 遡 ら
せ得
ないことが、






































（ 鈴 木 ほ か ニ ― 0 0 四 ）
で は 、 従 来 か ら の 用 材















都 市 住 民 の 棺 桶 材 生 産 が 、 建 築 材 と は 異 な る 木 材 入 手
経路が有った可能性が指摘された。







が 劣 る た め 、 や は り 建 築 材 に は あ ま り 使 用 さ れ て こ な か っ た 。
鈴木は、
新宿区の
二 遺 跡 の 一 般 住 民 用 の 棺 桶 材
生産が、
都市建築用材とは別の流通経路によるものになった可能性が




竜 川 の 流 域 か ら 搬 入 さ れ た 材 が 棺 桶 生 産 に も 使 用
さ れ て い た の が 、 十 八 祉 紀 中 葉 以 降 に は 江 戸 近 郊 の 材 を 利 用 す
る「地回り」経済木材モミ
・ マ
ツ ・ ス ギ の 使 用 に 切 り 替 わ っ












都 市 江 戸
の 初 期


























大 量 需 要 か ら 、
秩 父 や 房 総
、
そして多摩山地の植林木


































厚 み を 減 ず る こ と が 無










































は 水 道 橋
に
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近 世 都 市 江 戸 の 埋 立 地 東 部 は 、
木
場 （












































































九 九 六 ）
『週刊朝
日百


























九 八 六 ）























































で の 植 林
生産という新たな集積経
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